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1．わが国のイノベーションシステムの変化

（１） 1960－1990における日本のイノベーション
政府主導
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基礎的
科学技術知識

企業（製造業）
における製品化

・大学、国立研究機関における応用研究

・省庁（MITI等）大型プロジェクト
（研究組合：半導体、生産技術、材料）

・国営/国策企業の研究所による開発研究
（国鉄、電電公社、電力：新幹線、
電話網、原子力発電）

民間主導

・企業内研究部門応用研究

・民間研究所応用研究
・国内基礎研究、
・外国論文、
・技術導入（購入）、
・特許ライセンス

・製品化研究、
・高品質－低価格生産技術、
・自動化技術（産業ロボット）、
・豊富な技術系人材、
・TQC、
・系列化産業構造

知識の流れ

大学 産業



（２） 21世紀における日本のイノベーション

基礎的
科学技術知識

企業（製造業）
における製品化

科学技術基本計画
（1996～ ）

・競争激化、
・基礎研究所の廃止
・特許戦略の変化、
・製品の選択と集中第一期（’96－’01） 17兆円

第二期（’01－’06） 24兆円
第三期（’06－ ） 25兆円

主として大学、研究所

高度経済成長時代にあった
知識を流す道がなくなった

“学独産連携”

新しい産学官連携
によって道を作る

大学 産業
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2．イノベーションの典型的過程 夢、悪夢、現実

人々の関心

社会的支援

研究費

研究開発の時間経過→

～15年
夢（大発見、
画期的発明）

悪夢 現実

41985 J.Hatvany, H.Yoshikawa



悪夢の原因

１．要求の曖昧さ 家庭用ロボット

２．要求の厳密さ 原子力発電

３．要素技術の不在 自動設計（CAD)

４．技術的未成熟 産業用ロボット

５．社会的受容の抵抗 臓器移植

６．競合既存企業の抵抗 再生エネルギー

７．未知の副次的効果 遺伝子組み換え食品

８．関係する科学領域の増加 持続可能な製品

51983 H.Yoshikawa



自己の学問領域内での思考 多数の学問領域の交差の中での思考

悪夢の中で研究夢を見つつ研究
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領域内科学者の研究と社会

厚い壁

研究論文による知識

伝統的な科学者コミュニティ 社会

（俯瞰的視野を持たない知識使用者）（領域ごとに閉じた集団）

7Individual scientific knowledge is put into hands of “extramural” people who utilize it arbitrarily.



夢、悪夢、現実

現実の投資

望ましい投資研究への投資

現実夢 悪夢

研究開発の時間経過→ 8



産業技術総合研究所の本格研究－研究フェーズの統合
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大学 企業

夢 悪夢 現実

（第１種基礎研究） （第2種基礎研究） （製品化研究）

一人の研究者の
研究費獲得期待値

公的研究費

（競争的資金）
民間研究費

公的競争的資金無し！

研究期間

平均15年

公的研究費
（交付金）

公的研究費
（交付金）

国立（独法）研究所 （産総研，---）

本格研究本格研究



産業技術総合研究所における本格研究型研究ユニット

研究ユニット長（研究オートノミー）

研究者 研究者 研究者
（第１種） （第2種） （製品化）

研究所
経営責任者

AISTには52のユニットが
ある。バイオ、ナノ、材料、
製造、情報通信，ロボット、
エネルギー、環境など。

（1）ユニットは社会（産業）のために固有の知識（技術）を創出する使命を持つ

（2）ユニット長は直接経営責任者と対話する

（3）ユニット長は研究遂行についてオートノミー持つ

（4）経営責任者はユニットの設置、変更、廃止の権限を持つ

（５）ユニットに属する全ての研究者は常にそのユニットの使命を念頭に置いている

（6）第1種基礎研究は新しい科学的知識を創出する

（7）第2種基礎研究は社会における新しい価値を創出する

（8）製品化研究は社会のために新しい製品を創出する

（9）3つの研究グループはユニット長によって連続的かつ同時的（coherent and concurrent) に研究を遂行する

（10）研究者は自由に3つのグループ間を移動する
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（11）このような研究ユニットを実現するために、ユニット長は倫理的で哲学的な思索家で無ければならない



大学‐ 独法研究所（本格研究） -産業 協力
（産学連携ネットワークの全国的形成：Network of Excellences)
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独法研究所
（産総研における

本格研究）

第1種 第2種 製品化

第1種研究

第1種研究

第1種研究

製品化研究

製品開発

製品開発

第2種研究

製品開発

第1種研究

大学

産業

ベンチャー
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本格研究とその外部展開（産業技術総合研究所の例）

知識資産の創出
知識資産の価値化
と価値向上

知識資産の社会化

AISTベンチャー

センター推進予算・部門重点化予算

IPインテグレーション

ハイテクものづくり

産業変革イニシアティブ

特許実用化（ライセンシング）

産
業

共同研究

技術移転

第1種基礎研究 第２種基礎研究 製品化研究

大学との連携

大
学



産学連携の“接点”の創出と人材育成

科学技術知識の供給者と使用者を繋ぐもの：“産業技術構成者（アーキテクト）”

接続者
新しい専門人材

〈産業技術アーキテクト〉
・情報アーキテクト
・ロボットアーキテクト
・エネルギーアーキテクト

等
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知識の供給者
（大学・研究所）

知識の使用者
（企業）

3次元の産学接点

・独立行政法人研究所内に産学接点を作り、ここに新しい専門家“アーキテクト”を置く
・アーキテクトは研究成果についての知識と、使用者の要求とを、ともに熟知している
・当初はアーキテクトは研究所所員として産学連携を推進する（本格研究の一部）
・アーキテクトは産業からの出向も歓迎される
・この産学接点はアーキテクトを育成する教育機関でもある（産総研で試行中）
・ここで育ったアーキテクトは独立して“産業技術設計事務所”を作ることもできる



サステナブルな社会に向けた産業の重心移動

“産業変革”

伝統的開発
予想可能なフロンテイア＝適度のリスク

開発 産業変革を必要とする持続性産業
予想不可能なフロンテイア＝二重リスク
（二重：量および質のリスク）

環境
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持続性に寄与する技術

1. 環境観測技術

2. 劣化環境の修復

3. 再生エネルギー

4. 省エネルギー技術

5. 持続型製品の設計

6. 持続型製造 （逆製造など）

7. 廃棄物処理技術

8. ライフサイクル管理技術

9. 保全技術

10．健康・安全技術 - - - -.

これらの技術は単独の伝統的技術分野に属さない 15
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国立機関の科学技術研究
National structure of Science and Technology Research

総合科学技術会議

・内閣総理大臣（議長）
・科学技術担当大臣
・関係府省庁大臣
・有識者議員

計１５名

総務省 財務省 文部科学省 厚生労働省 農林水産省 経済産業省 国土交通省

環境省

情報通信研
究機構

３０５名，５０３億円

酒類総合研究所
３９名，１２億円

放射線医学
総合研究所
１８１名，１５５億円

防災科学技
術研究所
７５名，１２４億円

物質・材料研
究機構

４００名，２０３億円

理化学研究所
２６７２名，７４９億円

海洋研究開発機構
４８８名，３６９億円

宇宙航空研
究開発機構
１３９１名，１７９２億円

国立特殊教育
総合研究所
４６名，１２．９億円

国立国語研究所
４７名，１３．２億円

文化財研究所
９０名，３２．２億円

国立健康・栄
養研究所
３５名，７．９億円

産業安全研究所
３８名，１１億円

産業医学総
合研究所
５８名，１８億円

農業・生物系
特定産業技
術研究機構
１５２６名，４５３億円

農業生物資
源研究所
２７７名，８４億円

農業環境技
術研究所
１３９名，３４億円

農業工学研究所
９７名，２３億円

食品総合研究所
９７名，２５億円

国際農林水産
業研究センター
１１６名，３５億円

森林総合研究所
４０２名，８９億円

水産総合研
究センター
３６２名，１７０億円

産業技術総
合研究所

２２０８名，９０６億円

情報処理推
進機構

７５名，５２億円

石油天然ガ
ス・金属鉱物
資源機構
１８名，９０億円

土木研究所
１５０名，５１億円

建築研究所
５９名，２２億円

交通安全環
境研究所
４２名，１０億円

海上技術安
全研究所
１７２名，３１億円

港湾空港技
術研究所
８９名，１８億円

電子航法研究所
４８名，１８億円

北海道開発
土木研究所
１０７名，１８億円

国立環境研究所
２０９名，９７億円

国立大学法人
61,000名，3331億円※

日本原子力研
究開発機構
（データ無し）

機関名称
研究者数，科学技術関係経費

例）

独
立
行
政
法
人
等

省
庁

※含人文分野

研究者
国立大学

61000人
独法研究所

16000人



新しい産学官連携“学独産連携”によるイノベーション
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医学、理工学、
農学、社会科学、
人文科学、等

厚労、文科、
経産、農水、
環境、等

病院、製薬、
機器、材料、
保険、等

国際的
健康産業
の創出

総合的
新エネルギー
産業の創出

理工学、農学、
社会科学、等

経産、文科、
農水、環境、
国交、等

電力、電機、
運輸、機器、等

家庭用ロボット 理工学、医学、
人文科学、等

経産、厚労、
等

機械、電機、
通信、等

イノベーション
の例

大学
関連分野

独立行政法人
研究所・関連省

産業・関連業種



End of Presentation
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